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平和の心を学び、未来に！アンネ・フランクの話 

校長 松本 雅史  

いよいよ１２月に入りました。 
先週の金曜日には、６年生がルネこだいらでの連合音楽会午後の部に参加

してきました。市内１９校のうちの１０校が午後の部でした。どこの学校も

素晴らしい演奏でした。私たちの６年生も渾身の見事な演奏でした。ビデオ

に撮ってありますので、機会を見て全校で視聴したいと思います。 
また、昨日は光が丘商店街の餅つき大会でした。五小おどりたいが、元気

によさこいを披露しました。おどりたいの皆さんも本当にお疲れさまでし

た。 
さて、今年もあとわずかで終わろうとしていますが、世界では悲しい戦争

がいたるところで続いています。日本も昭和の時代に世界を相手に戦争をし

ていました。昨日は、８３年前にその戦争が始まった日でもあります。 
そのむごたらしい戦争は、ヨーロッパでも起きました。特にドイツでは、

ユダヤ人という民族が、ユダヤ人というだけでつかまって殺されてしまうと

いうことが起きました。その戦争の中を、希望をもって生きた一人の少女の

話をします。その少女の名前は、アンネ・フランクといいます。 
これからアンネ・フランクのスライドを見せます。そして最後に、この少

女の書いた日記の感想文を代表の児童に読んでもらいます。この感想文は、

津田塾大学のコンクールに応募されたものです。 
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画像：Anne Frank House 
 
＜感想文発表＞ 
 
悲惨な戦争は、今日も続いています。 
私たちは、一生懸命学んで、力をつけて、みんなの力で平和な明日を創っ

ていきたいと思います。今朝の話はこれで終わります。 


